







その他のタイトル A Study on Affixial Usages of Kanji (4) :




加 納 千恵子  







観し，「化」，「性」と並んで造語力の大きい といわれる「的」を取り上げ，そ  
の造語のルールについてまとめるとともに，日本語教育の立場から用法につい  
ての考察を加えることにする。   
水野（1987）は，国立国語研究所の新聞調査の結果を用いて，「化」「性」  





「的」が最もAJN（相言煩）の語基との結合の割合が低いと報告している（2）。   
加 納 千二恵子  
したがって，品詞転換機能も「的」が最も大きく，「化」，「性」の順になって  


















代表的なものとしノて「的」をあげている（3）。   
さて，上記の漢字の接頭辞的用法を，前積までに使ってきた枠組みで表して  
みよう。まず「反」について用例を見てみると，次のようになる。  
結合の型  例  
反＜●＋VN＞＝ 区比例 区作用  
→VN ：  
結合語の意味  
～ト反対ノ動キ  
＜●＋N＞：反政府 反革命 反体制  ～ニ反対シティルコト   
ーー→N  反主流 反共産主義  ～ト反対ノ立場  



















結合の型  例  結合語の意味  
不＜●＋VN＞：至安定空注意至謹慣   ～シティナイ  
→AJN① 至確定 至満足 至特定  
不合格 不賛成 不相応  
不勉強 不用意 不均衡  
不連続 不案内 不統一  
不徹底 不調和 不一致  
→N⑨：不参加 不採用 不拡大  ～シナイコト  
不干渉 不同意 不成功  
不成立 不信任 不消化  
至許可  
また，NについてAJNを作る場合ほ，「～ガナイ」「～ガ悪イ」「～的デハ  
ナイ」「～デハナイ」と，意味がいくつかに分けられる。   
加 納 千恵子  
＜●＋N＞：至規則 聖人冤 杢人情   ～ガナイ   
→AJN  
不景気 不桟嫌 不都合  ～ガ悪イ  
不首尾 不心得 不義理  
不経済 不合理 不定期  ～的デハナイ  
不衛生  
不本意 不名誉  ～デノ、ナイ  
AJNにつく場合は，品詞転換機能があるとはみとめられないが，用例ほ多い0  
～デハナイ  ＜●＋AJN＞：不適当 不愉快 不自然  
至親切 杢必要 至公平  
不自由 不確実 至可能  
不相応 不誠実 不均等  
不健康 不正確 不透明  
不得意 不十分 不明瞭  
不平等 不正直 不完全  








結合の型  例  結合語の意味  
未＜●＋VN＞：塞成立 垂発見 垂開発   マダ～シティナイ  
→AJN  未公開 未発表 未解決  
未完成 未消化 兼処置  
未発達 未経験 未確定   
漢字の接辞的用法に関する一考察（4）  











結合の型  例  結合語の意味  
無 ＜●＋VN＞：無関係 無感動 無祇抗   ～シナイ  
・・・・・・→AJN（∋ 無理解 無防備 無批判  
垂意識  
→N②：整調隈 垂認可 垂登録   ～シナイコト  
無所属 無回答 無意識  
無遅刻 無欠勤 無投票  
丞所属  
＜●＋N＞：堅気力 塾神経 堕感覚   ～ガナイ  
→AJN① 重美情 垂意味 垂差別  
無責任 無作為 無邪気  
無計画 無能力 無秩序  
無関心 無軌道  
→N②：無事故 無試験 無報酬  ～ガナイコト  
無条件 無趣味 無公害  
無宗教 無能力 無収入  
無期限 無重力 無資格   
加 納 千恵子  






結合の型  例  結合語の意味  
非＜●＋VN＞＝ 些公開 重武装 些課税   ～シナイコト  
→N  
＜●＋N＞：韮常識 坐合法 些公式  ～（的）デハナイ  
ーーーーAJN（∋  
→N②：斐金属 生国民  ～デハナイコト  
＜●十AJN＞：些人間的 些科学的 輩論理的 ～（的）デハナイ  
非生産的 非人道的 非合理的  
非社会的 非社交的 非能率的  




料」「有罪」などのような2字熟語である 。それらはそれぞれ，「無力」「無用」  




た。   
「未」はAJNと作るともNを作るとも考えられるので，AJN化機能ほ△  
とした。用例の数からしても，造語力ほ他のものはど大きくない。「非」もA  
JN化と見られる用例数は少なく，逆にAJNの語基につく例が多い。   
AJNの語基につかないという意味では，「無」の品詞転換機能がはっきり   
漢字の接辞的用法に関する一考察（4）  
●vN  ●AJN   




I 不適当 24   
未  未開発 12  
無  
非  非公開  3  
●N L 意   味  ●A工〕N  →   AJN化  
VNシティナイ  
VNシナイコト  
→AJN①   
→N  ㊥  
Nオナイ，etC．→AJN  
A、†Nデハナイ →AJN  
てダVNシティナイ →A諜  
Ⅴヱ寸シナイ  
VN二／ナイコト  
→AJN①   












ては，また改めて考察することとしたい。   














ほすっかり口本譜として定着しているといってよい。   
まず，今までの枠組みで「的」の用法を記述してみると以下のようになる。  
結合の型  例  結合詔の意味  
1．＜vN＋○＞：絶望塾・同情堕・狂信些   ①～スルヨウナ  








生産堕・発展型・実用堕   ②～デキルヨウナ  
許容坦  
徹底坦・連続担■断続堕   ⑨～ツタ／～シティル  
固定的・安定的・意識的   
漢字の接辞的用法に関する一考察（4）  
流動的一変動担・持続塑  
自立的・潜伏堕   
→ADV 比較塾   
＜N＋●＞：棟械的・人間的・動物的  




























③～ノ   





④～ガ アル   
～ガ イイ  
3．＜N′＋●＞ ：国際的・民主的・保守的  






画一的・本格的・普遍的   
4．＜ADN＋○＞：絶対的・日常的・将来的  ～ニアル  
ーーー，AJN  実際塑  












計っ後者は「日焼けした，元気のよい，明朗活発な」というイメージである。   
ここで「的」の造語例の数と分布をみると，次のようになっている。  
やはり語基はN（N′）とVNが圧倒的に多く，前の「不」「未」「無」「非」の  
接辞的用法と比べても，造語力が大きい。また例外2つを除いては，AJNに   
漢字の接辞的用法に関する一考察（4）  
VN●  AJN●  ADN●  N●  N′ ●  
は「的」ほつかず，ADNにつく例も限られている。   
ここで，ほじ捌こ少し触れたように，「的」がつく語基が「化」「性」などと  










いのである。さらに用例を集めて検討したい。   
Nの語基の場合も語彙的なものである可能性が高いが，「的」の造語力の大  
きさがよくわかる。今後そこに何らかの傾向がないかどうかの検討を続けた  
い。   
加 納 千恵子  
＜vNの語基につく場合＞  
語義＝白9 化l性  
孤立000上菅頸  協力0xx  ∴1「 ・  
批判0xx  適応x  
代表0xx  ×xO  
竺ピ  
安定。  
確定ロxx  吸収xx（⊃  
徹底C・x  協調xxO  
000   排他O  ×xO  
悲観こxx  放射xxO  
蒜m言   
中立  ⊂）  ○  （〕   
統一  ⊂）  ○  （⊃   
持続  ○  ○  ○   
自立  ○  ○  ○   
多発  ○  ○  ○   
ヨ  ○  ×   
潜伏  ⊂）  ○  〔〕  総合        意識  〔）  ○  〉く  
比較0x  





語基  的  化  性  語慕  的  化  性11語基    的  化い生   語墓  的  化  性   
規則  ○  ○  ○  f法符（。J。    〉く  人格（⊃   i。Fx   弾力  ○  × ○   
能率  ○  1ロ  0  個性  〔〕  （⊃  ×こ論理   （⊃  ×  ⊂）  熱帯   
和   
忘下     〔）  「r部会。！。    × 平両   ○  （⊃  ×  1耗騎  ○  車  近代【0     〔⊃  。木F。。    × 表面 ○    。巨   一時  ．Cl ＼  ×（。                             酎車   ○  ○     ○  〉く  儀式○   ○×   必然  同  × ○   u 現実＼C   ○  口 ○  組織卜車    〉（  踊（。   。ト   主体  ○  〉（  （〕  司－。   C  ○  全体「。「。     ：く  人間  ⊂）  ×  ○  階級  ○  × ○  大衆  ⊂）  ○  ○  習慣  。「。   〉く  j動物卜。   ×  ⊂）  植物  ⊂）  ×  ○  音楽  〇  ○  ⊂）  長期  ○  ⊂）  ：く  宗教  ⊂）  X  ○  大陸  ○  〉く  ○  一般  C〉  l 0  ○  標準  ○  〔）  〉く   J絵画   ○  車   海洋  〔）  ×  （⊃  周期  ○  ○  k  ■寸1心  0／。   」  可。   車   神経  ⊂）  ×  ⊂）                           ○  ×  ○  効率  、○  く⊃  ○  映画  ○  ○  ×毒  主観  ○  × u  ○   ㌢金属  ○  〉く  （⊃  樵造  ⊂）  ○  ○  制度  。（。   X  計画巨   ×（。   古典  ○  車  幼児  ○  ⊂）  ⊂）  規格  ○  ⊂）  X  社会  ○  ×  ○  世界  ○  車  錮〉〇   ○  ）く  義務  車   ×   ［ロ井目  ○  X  ○  良心  ⊂）  車  男性  〔〕  ⊂）  ×  習性  ○  ○  ×  芸術  0  ×  ○  理性  しノ  〉（  X  女性  ○  ○  ×  立体  〔〕  ○  〉く  市場  C）  ＋  ○  感情  C〉  ＞（  〆  
56  加 納 千恵子   
＜Nの語基につく場合（つづき）＞  くN′の語基につく場合＞  
語基  的巨ヒ   Ⅳ 性  ／1語基〉的   化〉性   
基本同声     脚永 ×   。Jx   
原則  。車    私物 ×   ⊂）  ×   
統計軒  X  i市街  〉く  ⊂）  ×   
科学。1×    ×  都市  X  ○  〉く   
迷信  ロ  X  ×  現金  車   ×  感覚i。帖     帥×O「×   
家庭jo   車   鮒JxJ。×   
衛生  〔〕  ×  X  咽×トLx  」  伝可。   〉く  十   圏   
個人  ○  X  十  ト1∩   
化学  ○  ×  ×  
政治卜。伸     覇  部分  〔〕  〉く  ×      J  ト 最終lO  7   ×  〉く  l   ゝ  典型  〔）  ×  ×      l  
効果  〔）  ）く   ×  
結果  ○  車  （  
語基  l 的  化  性   
国際  〔）  ⊂）  ○   
民主  ⊂）  ○  ○   
】   
保守   ○  ○  01，   
間庵  ○  0 0   
消箆  ○  （⊃  ○   
合理  軒車   
具体  。。。   u   
抽象  〔二）〔⊃ ○   
普遍  ⊂）（⊃   ○   
画一 口   ○   0lO   




語基  u  的  化  性  語基  的  化  性  語義  的  化  性  語基  的  化  性   
平和  ○  〉く  〉く  軽量  －  ○  〉く  無力  〉く  ⊂）  ×  重要  〉く  〉く  C〉   
健康  ⊂）  ×  〉く  単純  ×  ○  〉（  透明  〉く  ○  〉〈  危険  ×  ×  ○   
複雑  ×  〔）  ⊂）  正常  ×  ○  〉（  最適  ×  ⊂）  ×  可能  ×  ×  （⊃  特殊  〉く  ○  ⊂）  簡素  l ×  ○  〉く  貧困  ×  ⊂）  ×  妥当  〉く  ×  ○   
平等  〉く  ⊂）  ○  強力  ！×  〔〕  ×  鮮明  ×  （⊃  〉く      ×   
⊂〉   
0 ○  自由  X  しJ  ×  安全  〉く  ×  ⊂）      ×  ⊂）   
多様  ×                              縦密  〉く  ⊂）  ○  深刻  ）く  ○  〉く  簡撫  〉く  ）く  ⊂）          必要  ×  ○  ○  過疎  十  ○  ×  有効  〉く  ×  ⊂）  







る用例がある（6）。   
最後㌢こ，AJNの語基につく用例にほ，「的」「化」「性1が3つとも使える  
ものはない。また，日常よく使われるような「親切」「元気」「便利」「不便」  
「適当」「無理」「残念」などには，どれも使われない。   
加 納 千恵子   58  
4．おありに  




























う。   
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